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12
月
26
日
、
利
尻
町
役
場
に
お

い
て
令
和
七
年
度
漁
業
後
継
者
報

償
金
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
町
内
で
今
年
度

新
た
に
漁
業
後
継
者
と
な
っ
た
、

長
谷
川
志
音
さ
ん
、
三
上
碧
生
さ

ん
、
佐
藤
龍
之
介
さ
ん
、
石
田
拓

海
さ
ん
、
昨
年
か
ら
引
き
続
き
漁

業
に
従
事
し
2
年
目
を
迎
え
た
菅

原
秀
人
さ
ん
、
轟
木
直
也
さ
ん
、

成
田
学
さ
ん
、
佐
藤
拓
穂
さ
ん
、

そ
し
て
3
年
目
を
迎
え
た
、
佐
々

木
憲
佑
さ
ん
、
内
山
陽
介
さ
ん
、

計
10
名
の
方
々
に
報
償
金
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
町
議
会
、
組
合

役
員
の
方
々
に
も
出
席
い
た
だ
き
、

上
遠
野
町
長
か
ら
贈
呈
書
と
目
録
、

白
取
組
合
長
か
ら
御
祝
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
藤
井
議
長
ほ

か
、
出
席
者
か
ら
も
期
待
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

将
来
、
町
の
主
産
業
で
あ
る
漁

業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
漁
業
生
産

や
組
合
活
動
等
、
大
い
に
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

漁
業
後
継
者
報
償
金
贈
呈
式

2

　昭和63年１月に消防団員を拝命以来、35年の永きにわた
り一意専心消防業務に献身的な努力を続けた功績は大きく
他の団員の模範であり、数多くの災害で活躍されました。　　
　平成30年に分団長に就任後は抜群の指導力と統率力を発
揮し、各種災害の発生に際しては、率先して陣頭指揮にあ
たると共に部下団員の育成強化、消防施設の充実に意を注
がれました。また、地域住民の防火防災意識の高揚と福祉
の安定に尽力された功績が認められ、瑞宝単光章の栄に浴
されました。

　監査委員として多年にわたり職務に精励し、地方自治の振
興発展に貢献された功績が認められ、全国町村監査委員協議
会会長より表彰されました。

和63年１月に消防団員を拝命以来 35年の永きにわ

瑞宝単光章瑞宝単光章

全国町村監査委員協議会
会 長 表 彰

全国町村監査委員協議会
会 長 表 彰

能　村　勝　洋 氏

菅　原　一　志 氏



議　会　報　告
第４回町議会定例会は12月12日
に招集され、条例の改正案、補正
予算案等を審議し、いずれも原案
のとおり可決しました。審議内容
は次のとおりです。

令和7年　　令和7年　　
第4回町議会定例会第4回町議会定例会
令和7年　　
第4回町議会定例会

◆
利
尻
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
の
統
一

・
標
準
化
に
お
い
て
、
住
登
外
者

の
宛
名
番
号
管
理
機
能
を
用
い
た

番
号
の
付
番
及
び
管
理
に
関
す
る

事
務
処
理
等
を
行
う
た
め
に
、
新

た
に
事
務
の
規
定
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
利
尻
町
宿
泊
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
物
価
高
騰
等
に
よ

り
、
施
設
の
運
営
や
維
持
管
理
に

伴
う
費
用
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
宿
泊
料
と
宿
泊
に
伴
う
食

事
料
を
見
直
し
す
る
た
め
に
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
補
正
予
算
】

【
条
例
改
正
】

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
4
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
1
億
1
2
9
4
万
6
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
44
億
6
5
4
0
万

6
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　

1
5
3
4
万
8
千
円

○
道
路
維
持
事
業

　
　
　

△
1
億
5
6
3
万
1
千
円

○
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
　

△
3
0
7
5
万
7
千
円

○
沓
形
小
学
校
校
舎
等
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　

3
6
8
万
5
千
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
42
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
2
億

7
2
9
7
万
7
千
円
に
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
一
般
管
理
費　
　
　

42
万
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

1
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
1
1
0
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

6
1
0
5
万
8
千
円
に
す
る
も
の

で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
一
般
管
理
費　
　

1
1
0
万
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
77
万
6
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

2
億
8
3
8
9
万
3
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
介
護
保
険
事
業
勘
定

○
任
意
事
業
費　
　

9
万
3
千
円

○
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

12
万
8
千
円

○
認
知
症
総
合
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
千
円

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

○
一
般
管
理
費　

40
万
3
千
円

○
介
護
予
防
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　

14
万
3
千
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
か
ら
3
7
2
万
7
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
2
億
4
3
0
5
万
7
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
一
般
管
理
費

　
　
　
　
　

△
5
4
4
万
7
千
円

○
財
産
管
理
費　
　
　

15
万
円

○
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

55
万
円

○
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

1
0
2
万
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

本
予
算
は
、
収
益
的
収
入
及
び

支
出
の
事
業
収
益
及
び
事
業
費
用

そ
れ
ぞ
れ
に
68
万
5
千
円
を
追
加

し
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
1
億
2
9
4
3
万

1
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

の
収
入
か
ら
1
1
0
万
円
を
減
額

し
、
資
本
的
収
入
の
総
額
を
2
9

0
万
円
と
す
る
と
と
も
に
、
支
出

か
ら
1
0
9
万
1
千
円
を
減
額
し
、

3



◆
利
尻
町
議
会
に
お
け
る
情
報
通

信
機
器
使
用
基
準

　

本
件
は
、
議
会
に
お
け
る
情
報

通
信
機
器
の
運
用
に
あ
た
り
、
情

報
通
信
機
器
の
使
用
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新
た

に
基
準
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

地
域
産
業
を
支
え
る
道
路
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
高
規
格
道
路
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
、
自
然
災
害

に
伴
う
交
通
障
害
、
幹
線
道
路
等

に
お
け
る
交
通
事
故
、
道
路
施
設

の
老
朽
化
な
ど
の
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
策
を

す
る
た
め
に
は
国
土
強
靱
化
の
取

組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
整
備
に

関
す
る
予
算
の
確
保
や
制
度
の
充

実
な
ど
の
必
要
な
措
置
を
求
め
る

た
め
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

で
す
。

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財

務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
国
土

強
靱
化
担
当
大
臣

【
意　

見　

書
】

【
条
例
改
正
】

【
補
正
予
算
】

資
本
的
支
出
の
総
額
を
4
0
8
2

万
5
千
円
に
す
る
も
の
で
す
。

　

支
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
収
益
的
支
出

○
配
水
及
び
給
水
費

　
　
　
　
　
　
　
　

68
万
5
千
円

■
資
本
的
支
出

○
施
設
整
備
費

　
　
　
　
　

△
1
0
9
万
1
千
円

◆
本
定
例
会
に
お
い
て
同
意
さ
れ

た
人
事
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　

堀
井
千
津
子　

氏

○
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

菅
原　

一
志　

氏

◆
利
尻
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

本
規
則
は
、
議
会
に
お
い
て
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
を
開
始
す

る
に
あ
た
り
、
本
会
議
や
委
員
会

に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の

使
用
に
つ
い
て
規
定
す
る
た
め
に
、

規
則
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
人　

事　

案
】

【
発　

議　

案
】

◆
国
の
責
任
で
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
環
境
整
備
の
改
善
を
求
め
る
意

見
書

　

教
職
員
の
未
配
置
に
よ
り
現
場

の
教
育
活
動
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
権
に

か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
り
、

さ
ら
に
学
校
現
場
の
多
忙
化
・
長

時
間
過
密
労
働
な
ど
が
解
消
さ
れ

な
い
こ
と
か
ら
教
職
員
離
れ
を
加

速
さ
せ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
教
育
に
も
影
響
が
出
る
深
刻
な

事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

教
職
員
未
配
置
問
題
を
国
の
責
任

で
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
る
た
め
、

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣

　

第
1
回
町
議
会
臨
時
会
は
、
1

月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り

で
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
利
尻
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

本
条
例
は
、
人
事
院
勧
告
に
準

じ
、
利
尻
町
職
員
の
給
与
等
に
つ

い
て
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
議
員
及
び
特
別
職

の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
、
国
に

準
じ
る
た
め
に
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
5
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
7
8
4
6
万
1
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
45
億
4
3
8
6
万
7
千
円

に
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
職
員
給
与
等

　
　
　
　
　

3
5
0
3
万
5
千
円

○
物
価
高
騰
対
応
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　

3
6
5
7
万
1
千
円

○
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

　

支
給
事
業　

4
5
4
万
2
千
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
73
万
7
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

2
億
7
3
7
1
万
4
千
円
に
す
る

も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
管
理
費　
　

35
万
8
千
円

○
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

37
万
9
千
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
1
5
7
万
6
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
2
億
8
5
4
6
万
9
千
円
に
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
介
護
保
険
事
業
勘
定

○
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
費

4

令
和
8
年
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上遠野浩志 町長

佐
藤
議
員　

前
回
の
9
月
定
例
町

議
会
に
お
い
て
財
政
状
況
に
関
す

る
質
問
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
医
療
や

福
祉
施
設
の
運
営
に
対
す
る
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
額
が
非
常

に
大
き
く
、
本
町
の
財
政
状
況
の

悪
化
を
招
い
て
い
る
一
因
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
医
療
や
福
祉

施
設
の
運
営
に
関
し
て
、
抜
本
的

な
体
制
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

△
5
万
5
千
円

○
認
知
症
総
合
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

54
万
5
千
円

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

○
一
般
管
理
費　
　

73
万
2
千
円

○
介
護
予
防
支
援
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

35
万
4
千
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
3
8
9
万
6
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
2
億
4
6
9
5
万
3
千
円
に
す

る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
般
管
理
費

　
　
　
　
　
　

3
8
9
万
6
千
円

◆
令
和
7
年
度
利
尻
町
宿
泊
施
設

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　

本
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
に
3
1
2
万
3
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
2
億
7
7
7
5
万
4
千
円
に
す

る
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
施
設
経
営
費

　
　
　
　
　
　

3
1
2
万
3
千
円

人
口
規
模
に
見
合
う

医
療
・
福
祉
体
制
の

再
構
築
に
つ
い
て

佐藤和久 議員

上
遠
野
町
長　

本
町
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
は
、
9
月
の
定
例
町
議

会
に
お
い
て
も
お
答
え
し
て
い
ま

す
が
、
今
一
度
内
容
等
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
と
、
当
町
の
貯
金

で
あ
り
ま
す
基
金
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
取
り
崩
す
額
が
積
立
す
る

額
を
大
き
く
上
回
り
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
単
年
度
の
収

支
状
況
も
、
病
院
組
合
の
ほ
か
各

一
部
事
務
組
合
や
、
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
も
見
込
ん
だ
上
で
、

歳
入
不
足
が
継
続
し
て
推
移
し
て

い
く
見
込
み
に
あ
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
国
保
中
央

病
院
に
対
す
る
繰
出
金
が
当
町
の

財
政
悪
化
の
一
因
で
あ
る
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
で
す
。
従
来
か

ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
構

成
町
と
の
負
担
割
合
な
ど
が
依
然

と
し
て
改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況

が
続
い
て
き
た
こ
と
が
、
そ
の
大

一　
　

般　
　

質　
　

問

き
な
要
因
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
構
成
町
と
の
確
約
書
が

更
新
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
島

内
の
医
療
事
情
も
当
時
と
大
き
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
島
内
医
療
の
維
持
確
保
の
た
め
、

構
成
両
町
関
係
者
と
病
院
と
で
内

容
の
検
討
を
進
め
て
い
る
最
中
で

す
。
負
担
割
合
等
で
改
善
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
病

院
に
は
、
策
定
し
て
い
る
経
営
強

化
プ
ラ
ン
を
実
践
し
、
経
営
改
善

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
が
、
島
内
の
人
口
減
や

高
齢
化
も
相
ま
っ
て
、
改
善
策
も

一
長
一
短
が
あ
り
、
こ
れ
と
い
っ

た
解
決
策
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一
つ
改
善

策
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

も
、
人
口
の
減
少
、
高
い
高
齢
化

率
と
い
う
状
況
で
、
こ
の
先
も
人

口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
今

後
も
従
来
ど
お
り
の
体
制
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
難
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
町

民
の
負
担
も
考
え
て
、再
編
、コ
ン

パ
ク
ト
化
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
私
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

医
療
関
係
で
は
、
島
民
の
命
を
守

る
拠
点
と
し
て
、
利
尻
島
国
保
中

央
病
院
が
担
っ
て
お
り
、
医
師
、

看
護
師
を
含
め
、
医
療
ス
タ
ッ
フ

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
、
高
齢
化
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、

在
宅
や
訪
問
に
よ
る
、
医
療
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
る
努
力
を
関

係
者
で
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
、
病
院
だ
け
で
な
く
、
島
内

の
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
関
係
者

が
毎
月
集
ま
り
、
町
内
の
課
題
を

検
討
す
る
機
会
を
継
続
し
て
い
る

と
報
告
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

福
祉
や
介
護
の
再
編
に
つ
い
て

も
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
の
強
化

に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
充
実
を
図
り
、
介
護
の
分
野
で

は
、
令
和
8
年
度
の
第
10
期
介
護

保
険
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
策
定
に
向
け
て
策
定
会
議
を
行

う
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
も
検
討
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
医
療
・
福
祉
・

介
護
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
人
材

の
確
保
も
含
め
て
、
利
尻
島
の
医

療
や
介
護
の
崩
壊
に
繋
が
ら
な
い

よ
う
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

5



く
、
こ
の
差
に
大
き
な
開
き
が
あ

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
予
算
措
置
の
方
法

が
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
き
て
い
る

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
在

の
状
況
を
考
え
る
と
、
財
政
の
硬

直
化
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

補
正
予
算
で
の
財
源
確
保
が
非
常

に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
な
る
と
、
現
状
で
も
病
院
と
特

養
か
ら
の
要
求
額
と
の
差
が
あ
る

ま
ま
な
の
で
、
そ
れ
を
埋
め
る
た

め
に
は
、
新
た
な
財
源
が
さ
ら
に

必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
財
源
に

あ
て
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
が
、
今

年
度
の
財
政
の
見
通
し
も
大
丈
夫

な
の
か
と
、
ち
ょ
っ
と
心
配
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
昔
な
が
ら
の
予
算

編
成
の
や
り
方
も
、
現
状
の
財
源

不
足
に
至
る
要
因
の
一
つ
で
は
な

い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
当
初
予
算
で
繰
出
等
に
必
要

な
金
額
は
す
べ
て
計
上
す
る
べ
き

な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
、

貴
重
な
予
算
と
時
間
を
い
た
だ
き
、

議
員
視
察
で
広
島
県
の
離
島
に
あ

る
大
崎
上
島
町
を
視
察
さ
せ
て
い

佐
藤
議
員　

医
療
福
祉
体
制
と
い

う
の
は
、
人
々
の
く
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
も
あ
り
ま
す
が
、

財
政
的
に
難
し
い
と
な
る
と
、
こ

の
体
制
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て

い
く
の
か
と
い
う
、
そ
の
判
断
は

す
ご
く
難
し
い
と
思
う
の
で
、
我

々
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

利
尻
富
士
町
と
の
病
院
組
合
の

負
担
金
の
話
で
す
が
、
9
月
定
例

会
で
の
私
か
ら
の
一
般
質
問
に
対

す
る
町
長
の
答
弁
で
、
病
院
負
担

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
両
町

で
分
か
ち
合
う
必
要
が
あ
り
、
利

尻
富
士
町
も
実
情
は
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
利
尻
富
士
町
と
の
負
担

金
の
話
が
、
現
状
進
ん
で
い
な
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
こ
の
話
が
決
ま
ら

な
い
か
ぎ
り
は
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
も
相
当
の
影
響
が
出
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
で

す
が
、
一
般
会
計
の
当
初
予
算
で

計
上
さ
れ
て
い
る
病
院
組
合
へ
の

負
担
金
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

特
別
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の
額

が
、
受
け
取
る
側
の
歳
入
の
予
算

で
計
上
さ
れ
て
い
る
額
よ
り
少
な

た
だ
き
ま
し
た
。
人
口
が
約
6
7

0
0
人
で
、
利
尻
島
国
保
中
央
病

院
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
総
合
病
院

は
な
い
で
す
が
、
民
間
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
島
内
に
7
ヵ
所
ほ
ど
あ
っ

て
、
す
べ
て
黒
字
で
経
営
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
行
政
か
ら
運
営

費
の
補
助
金
な
ど
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
あ
く
ま
で
民
間
レ
ベ
ル

で
経
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
も
あ
っ
て
、

利
尻
町
と
同
じ
30
床
で
運
営
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
、
こ
ち
ら
も
黒
字

で
経
営
さ
れ
て
お
り
、
行
政
か
ら

は
運
営
費
に
関
す
る
補
助
金
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
何
を
言
い
た
い
か
と
言
う

と
、
単
純
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

離
島
と
い
う
同
じ
よ
う
な
環
境
で
、

当
町
は
病
院
と
特
養
に
多
額
の
負

担
を
し
て
い
ま
す
が
、
大
崎
上
島

町
は
1
円
も
負
担
し
て
い
な
い
と

い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

利
尻
島
内
に
は
、
国
保
中
央
病

院
の
他
に
道
立
鬼
脇
診
療
所
、
利

尻
富
士
町
の
鴛
泊
診
療
所
が
あ
り

ま
す
。
大
崎
上
島
町
の
医
療
機
関

は
民
間
の
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
る
も
の
が
7
ヶ
所
で
す

が
、
人
口
約
6
7
0
0
人
を
7
ヶ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
通
年
で

就
航
し
て
い
る
航
空
路
線
も
あ
っ

て
、
1
時
間
弱
で
札
幌
に
移
動
で

き
ま
す
。
現
在
の
国
保
中
央
病
院

で
入
院
病
床
を
廃
止
し
た
場
合
、

町
か
ら
病
院
組
合
へ
の
負
担
金
は

減
り
ま
す
の
で
、
そ
の
分
を
患
者

へ
の
通
院
費
の
助
成
な
ど
に
充
て

て
、
住
民
負
担
を
軽
減
す
る
方
法

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

大
崎
上
島
町
の
よ
う
に
、
離
島

で
あ
り
な
が
ら
医
療
・
福
祉
施
設

は
全
て
民
間
事
業
者
で
行
っ
て
い

る
地
域
も
あ
り
ま
す
の
で
、
本
町

に
も
参
考
に
な
る
事
例
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の
財

政
状
況
と
島
内
の
医
療
福
祉
体
制

に
つ
い
て
は
、
民
間
を
含
め
て
い

ろ
ん
な
可
能
性
を
考
え
た
再
構
築

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

長
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

再
度
質
問
し
ま
す
が
、
ま
ず
、
利

尻
富
士
町
と
の
負
担
金
の
話
で
す

が
、
話
し
合
い
が
ど
こ
ま
で
進
ん

で
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
何
度
か

話
し
合
い
す
る
中
で
話
が
ま
と
ま

っ
て
い
な
い
の
か
、
い
ま
話
せ
る

範
囲
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
回

答
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

所
で
割
る
と
、
1
ヶ
所
あ
た
り
1

千
人
弱
と
な
り
ま
す
。
利
尻
島
全

体
で
は
、
人
口
約
4
千
人
を
3
ヶ

所
で
割
り
ま
す
と
、
1
ヶ
所
の
医

療
機
関
あ
た
り
1
3
0
0
人
ほ
ど

と
な
り
ま
す
。
大
崎
上
島
町
内
の

病
院
に
は
入
院
施
設
は
な
い
そ
う

で
す
。
入
院
と
な
っ
た
場
合
は
、

本
土
の
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
島
内
で
入
院
で
き

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
特
段
の
要

望
も
な
い
そ
う
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
崎
上
島

の
町
民
に
は
、
高
度
な
医
療
を
受

け
る
た
め
に
は
、
島
か
ら
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
受
け
止
め

が
あ
る
よ
う
で
す
。
利
尻
島
民
も

高
度
な
医
療
を
受
け
る
た
め
に
は
、

島
外
に
い
く
し
か
な
い
わ
け
で
あ

っ
て
、
財
政
的
に
病
院
の
運
営
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
現
在
を
考
え

る
と
、
入
院
を
廃
止
し
て
診
療
所

へ
移
行
す
る
こ
と
も
一
つ
の
選
択

肢
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
利
尻
島
は
、
全
国
の
他
の

離
島
と
比
べ
て
も
、
本
土
と
の
距

離
が
比
較
的
近
い
位
置
に
あ
り
ま

す
。
救
急
搬
送
も
、
フ
ェ
リ
ー
や

北
海
道
の
防
災
ヘ
リ
、
海
上
保
安

庁
や
自
衛
隊
の
協
力
な
ど
、
い
ざ

と
い
う
事
態
の
体
制
は
整
っ
て
い
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上
遠
野
町
長　

病
院
組
合
へ
の
負

担
金
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
と
こ

ろ
は
相
当
な
額
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
構
成
町
で
あ
る
利
尻
富

士
町
と
の
負
担
割
合
に
関
し
て
は
、

現
状
で
は
割
合
に
差
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
の
差
の
部
分
は
当
町
が

財
源
措
置
を
す
る
と
い
う
流
れ
で

今
ま
で
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、

た
だ
、
島
内
の
医
療
体
制
の
状
況

は
、
最
近
は
こ
れ
ま
で
と
様
子
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
状

況
を
踏
ま
え
、
現
在
副
町
長
を
筆

頭
に
し
て
両
町
で
話
し
合
い
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
本
町
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
も
ら
う

よ
う
に
指
示
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

先
方
に
も
諸
々
の
検
討
を
し
て
い

た
だ
い
て
、
改
善
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
議
員　

利
尻
町
も
そ
う
で
す

が
、
利
尻
富
士
町
で
も
色
々
な
課

題
を
抱
え
な
が
ら
財
政
運
営
を
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
、
人
件
費
や
物
価

の
上
昇
で
経
費
が
増
え
て
い
る
と

い
う
事
情
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
数
年
の
う
ち
に
病
院
組
合
の

予
算
が
2
億
円
く
ら
い
増
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
課
題
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
こ
の
額

を
縮
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
事
業

規
模
を
小
さ
く
し
た
り
、
入
院
を

な
く
す
る
と
い
っ
た
極
端
な
こ
と

を
言
い
ま
し
た
が
、
財
政
が
も
た

な
け
れ
ば
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
方
向
性
を
決

め
て
進
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
抜
本

的
な
見
直
し
を
す
る
最
後
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
な
い
か
と
私
は
思
っ
て

ま
す
の
で
、
町
長
が
先
頭
を
切
っ

て
改
革
が
進
む
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

上
遠
野
町
長　

病
院
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
島
内
の
住
民
の
健
康
に

関
わ
る
こ
と
で
す
の
で
、
十
分
に

検
討
し
な
が
ら
、
病
院
組
合
の
中

で
話
し
合
い
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
す
し
、
規
模
を
縮
小
し
た
場

合
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
納
得
し
て

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
思
い

切
っ
て
踏
み
込
め
な
い
状
況
も
あ

り
ま
す
の
で
、
十
分
検
討
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

ま
た
、
最
終
的
に
は
、
構
成
町

の
首
長
同
士
で
も
話
し
合
い
を
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
両
町
で
し
っ

か
り
と
話
し
を
し
て
、
次
の
段
階

に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
議
員　

コ
ロ
ナ
禍
が
終
わ
り
、

こ
こ
利
尻
島
を
訪
れ
る
観
光
客
が

以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、

ホ
テ
ル
利
尻
で
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た

以
降
の
宿
泊
施
設
特
別
会
計
の
決

算
状
況
を
見
る
と
、
町
の
財
政
状

況
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
中
に
お
い

て
、
ホ
テ
ル
事
業
に
は
黒
字
経
営

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が

不
要
に
な
る
よ
う
な
経
営
の
仕
方

に
つ
い
て
、
今
ま
で
に
な
い
新
た

な
考
え
方
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お

考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

ホ
テ
ル
利
尻
の
経

営
状
況
で
す
が
、
平
成
13
年
度
を

ピ
ー
ク
に
年
々
宿
泊
客
が
減
少
し
、

さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
旅
行
自
粛
を
経
て
、
現
在

は
年
間
1
万
3
千
人
ほ
ど
の
宿
泊

客
数
で
推
移
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
利
尻
島
を
訪
れ
る
観
光
客
の

入
り
込
み
に
つ
い
て
も
、
今
年
上

半
期
で
は
約
9
万
8
千
人
と
な
っ

て
お
り
、
以
前
の
よ
う
に
団
体
旅

行
メ
イ
ン
の
観
光
で
は
な
く
、
個

人
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
旅
行
客
が

増
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
物
価
高
騰
も
あ
り
、
近

隣
の
ホ
テ
ル
の
状
況
等
を
勘
案
し
、

当
ホ
テ
ル
で
も
施
設
の
規
模
等
に

合
わ
せ
た
宿
泊
料
金
の
改
定
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
経
営
改

善
指
導
を
実
施
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
平

成
4
年
に
建
設
さ
れ
た
朝
日
館
に

つ
い
て
は
、
築
30
年
以
上
経
過
し

て
お
り
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
猛
暑
の
状
況
か
ら
、

ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
館
内

及
び
客
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置

要
望
が
多
く
、
整
備
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
整
備
に

は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
か

ら
、
現
況
に
合
わ
せ
て
宿
泊
料
金

ホ
テ
ル
利
尻
の

今
後
の
経
営

方
針
に
つ
い
て

２問目

の
設
定
を
し
な
が
ら
集
客
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
よ
り
通
年
営
業
を
再

開
し
て
い
ま
す
が
、
12
月
か
ら
3

月
ま
で
の
期
間
は
素
泊
ま
り
と
し
、

従
業
員
が
客
室
の
清
掃
や
ベ
ッ
ド

メ
イ
ク
を
行
い
経
費
の
節
減
に
努

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
業
務
改
善
に
向

け
た
検
討
会
議
を
毎
月
実
施
し
て

お
り
、
さ
ら
な
る
経
費
の
節
減
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
度
に
向
け
て
は
、
業
者
へ

の
委
託
業
務
期
間
の
見
直
し
や
、

人
件
費
削
減
の
た
め
の
具
体
的
な

提
案
な
ど
を
担
当
か
ら
受
け
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
を
早
く
解
消
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な

経
営
の
考
え
方
と
の
ご
質
問
も
あ

り
ま
す
が
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

に
よ
る
分
析
が
ま
だ
途
中
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
営
業
形
態
も

含
め
、
分
析
結
果
を
十
分
解
析
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

佐
藤
議
員　

観
光
客
の
入
込
み
も
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開
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
冬
期
間

の
営
業
に
つ
い
て
も
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
も
う
一
度
再
考
す
る
の
も

悪
く
は
な
い
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
団
体
利
用
客
の

受
け
入
れ
を
中
心
に
営
業
し
て
き

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
個
人
利

用
客
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
と
な
れ

ば
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
話
し
で
は
な

い
で
す
が
、
お
客
様
の
満
足
度
を

上
げ
る
努
力
が
相
当
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
体
制
で
、
ホ
テ
ル
を
運

営
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
お
客

様
の
満
足
度
を
得
る
の
は
決
し
て

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
個
人
客
に

対
応
す
る
た
め
に
、
コ
ン
サ
ル
の

話
し
も
あ
り
ま
し
た
が
、
例
え
ば

経
験
の
あ
る
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
を

招
へ
い
す
る
と
か
、
経
営
能
力
が

あ
る
人
物
を
新
た
に
迎
え
入
れ
る

と
か
、
人
員
整
理
や
業
務
の
効
率

化
を
図
る
な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
多
岐
に
及
ぶ
と

思
い
ま
す
。
今
も
現
場
で
頑
張
っ

て
い
る
行
政
マ
ン
が
い
ま
す
が
、

以
前
の
よ
う
に
団
体
客
の
み
の
相

コ
ロ
ナ
禍
の
以
前
ま
で
に
は
戻
っ

て
い
な
い
状
況
の
中
で
の
ホ
テ
ル

経
営
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
物
価
の
高
騰
も
あ
り
、
維
持

管
理
に
か
か
る
費
用
も
上
昇
し
て

い
る
中
で
、
料
金
改
定
を
す
る
な

ど
で
、
経
営
努
力
を
し
て
い
る
と

い
う
の
は
感
じ
て
い
ま
す
が
、
当

初
予
算
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
が
な
い
予
算
編
成
を
し
て
い

ま
す
が
、

最
終
的
に
は
昨
年
で
赤
字
分
を
3

千
万
円
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

し
て
い
る
状
況
で
、
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
に
借
入
し
た
特
別
減
収
対
策

企
業
債
が
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ

れ
が
今
年
度
か
ら
返
済
が
始
ま
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
今
ま
で

直
営
で
経
営
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

黒
字
が
見
込
め
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

他
の
選
択
肢
も
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
般

的
に
よ
く
聞
く
方
法
で
す
が
、
第

三
セ
ク
タ
ー
や
指
定
管
理
者
制
度

な
ど
を
導
入
し
て
、
民
間
の
力
を

借
り
な
が
ら
黒
字
化
を
目
指
す
。

そ
れ
で
も
赤
字
が
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
、
最
終
的
に
は
売
却
処
分
や

事
業
の
停
止
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
長
の
公
約
で
通
年
営
業
を
再

手
で
あ
れ
ば
、
行
政
マ
ン
で
も
当

時
は
な
ん
と
か
な
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
外
国
人
の
増
加
で

あ
っ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
情

報
発
信
や
把
握
、
施
設
へ
の
口
コ

ミ
対
応
な
ど
、
お
客
様
個
々
の
要

望
へ
の
対
応
が
か
な
り
多
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
部
屋
の
希

望
一
つ
も
そ
う
で
す
し
、
料
理
の

希
望
、
ク
レ
ー
ム
対
応
な
ど
、
そ

の
業
務
が
多
様
化
し
て
い
る
状
況

に
お
い
て
は
、
現
在
の
ス
タ
ッ
フ

も
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
や
は
り
経
験
の
乏
し
い
方

が
運
営
す
る
と
い
う
の
は
非
常
に

酷
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
が
楽
し
め
る
独
自

の
企
画
を
作
る
な
ど
、
個
人
の
お

客
様
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
し
っ

か
り
と
整
え
る
た
め
に
、
ま
だ
ま

だ
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
は
な
い
か
感
じ
て
い
ま
す
。

　

町
長
の
思
い
が
あ
る
ホ
テ
ル
利

尻
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は

り
経
営
で
す
の
で
目
標
が
必
要
か

と
思
い
ま
す
。
9
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
町
長
の
答
弁
に
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
単
独
で
黒
字

化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
も
な
る
べ
く

一
般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し
を
減

ま
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
詰
め
て
い
る
途

中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
て
、

年
明
け
早
々
に
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
か
ら
の
指
摘
内
容
等
も
含
め

て
私
の
方
に
報
告
が
上
が
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
か
ら

今
後
の
ホ
テ
ル
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
起

債
の
償
還
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

分
は
差
し
引
い
て
考
え
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
償
還
分
を
上
回

る
だ
け
の
利
益
を
得
て
く
れ
れ
ば

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
以

前
は
、
多
少
な
り
と
も
ホ
テ
ル
会

計
で
黒
字
を
出
し
た
と
き
に
、
こ

れ
ま
で
に
一
般
会
計
か
ら
繰
出
し

た
分
を
戻
し
た
り
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
私
は
黒
字
で
出
た

分
は
設
備
投
資
な
ど
の
た
め
に
積

み
立
て
し
た
り
し
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
を
担
当
に
は
話
し
を
し
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
そ
の
よ

う
な
形
に
好
転
し
て
く
れ
れ
ば
と

い
う
思
い
で
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
あ
け
、
落
ち
込
ん

だ
入
込
客
数
も
全
体
的
に
戻
っ
た

だ
ろ
う
と
い
う
思
い
を
し
て
い
ま

ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
話
し
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な

目
標
を
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
の

会
計
の
目
標
と
し
て
、
2
年
後
ま

で
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を

な
く
す
る
と
か
、
特
別
減
収
対
策

企
業
債
の
返
済
額
は
ホ
テ
ル
会
計

単
独
で
返
済
す
る
と
か
、
そ
う
い

っ
た
目
標
を
掲
げ
る
の
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
。
目
標
を
掲
げ
、
そ

れ
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、

ホ
テ
ル
事
業
の
見
直
し
、
経
営
が

困
難
と
判
断
す
る
基
準
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

結
論
か
ら
申
し
ま

す
と
、
独
立
採
算
が
原
則
で
す
の

で
、
私
の
考
え
方
と
し
て
は
ホ
テ

ル
単
独
で
で
き
れ
ば
黒
字
化
し
て

ほ
し
い
と
、
と
り
あ
え
ず
は
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
な
く
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
や
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
を
担
当
に
は
話
し

を
し
て
あ
り
ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
経
営
体
系
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
も
含
め
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
と
話
し
合
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

私
も
担
当
か
ら
報
告
を
受
け
て
い

8



し
た
が
、
ま
だ
9
割
ほ
ど
し
か
戻

っ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
も
あ
り

ま
す
の
で
、
新
年
度
は
で
き
れ
ば

現
状
も
回
復
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前

に
完
全
に
戻
っ
て
く
れ
れ
ば
、
入

込
み
も
増
え
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
感
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
黒
字
化
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

佐
藤
議
員　

町
営
な
の
で
、
簡
単

に
人
件
費
の
カ
ッ
ト
や
仕
入
れ
先

の
変
更
な
ど
、
そ
う
い
う
部
分
で

は
動
き
に
く
い
と
こ
ろ
は
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
の
財

政
事
情
が
厳
し
い
中
で
は
、
今
の

経
営
方
法
で
は
な
か
な
か
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
ホ

テ
ル
を
直
営
で
運
営
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
最
低
で
も
一
般
会
計
か
ら

の
持
ち
出
し
が
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
色
々
と

検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

黒
字
化
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

現
在
、
ホ
テ
ル
の

温
泉
も
大
規
模
に
改
修
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
温
泉
も
集
客
の
一
つ

の
種
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
い

ま
す
。
温
泉
を
含
め
て
、
ホ
テ
ル

利
尻
は
町
民
の
大
き
な
財
産
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
日
も
早

く
黒
字
化
し
て
、
町
民
が
安
心
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
川
原
議
員　

デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化
が
飛
躍
的
に
高
ま
る

中
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
方

自
治
体
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
本
格
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
住
民
票
な
ど
を
取
得
す

る
た
め
に
来
庁
し
た
方
の
負
担
軽

減
や
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
、

ま
た
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め

に
「
書
か
な
い
窓
口
」
を
導
入
し

て
い
る
事
例
が
全
国
的
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

利
尻
町
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
率
も
高
い
こ
と
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

た
住
民
に
も
そ
の
利
便
性
を
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
窓
口
業
務

の
ス
マ
ー
ト
化
を
図
り
、
人
に
や

さ
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
も
、
本
町
で
も
「
書

か
な
い
窓
口
」
を
導
入
し
た
ほ
う

が
よ
い
と
考
え
ま
す
が
、
町
長
の

お
考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

本
町
に
お
け
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
有
者
は
12

月
10
日
現
在
で
、
1
5
5
2
人
と

な
り
、
保
有
率
は
85
・
94
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
書
か
な

い
窓
口
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
、
住
民
票
等
の
手
続

き
窓
口
と
な
る
町
民
課
で
は
、
転

入
届
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン
届
出
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
転
入
者
の
来

庁
に
あ
わ
せ
て
転
入
デ
ー
タ
を
出

力
し
、
本
人
は
内
容
確
認
と
署
名

の
み
で
転
入
手
続
き
が
完
了
し
ま

す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
が
連
携
さ
れ

て
い
る
た
め
、
窓
口
業
務
も
簡
素

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
届
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
て
オ
ン
ラ
イ

ン
届
出
す
る
場
合
、
手
続
き
に
係

る
来
庁
も
不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

転
出
者
本
人
の
手
続
き
負
担
の
軽

減
の
ほ
か
、
窓
口
業
務
の
時
間
短

縮
や
簡
素
化
が
図
ら
れ
て
い
る
現

況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
届
出
で
は
な
い
場
合

に
は
、
新
住
所
や
旧
住
所
・
本
籍

な
ど
を
本
人
に
記
載
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
か
、
窓
口
業

務
も
す
べ
て
手
入
力
と
な
る
た
め

時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

報
道
等
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
北
見
市
の
事
例
を
見

ま
す
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
で
自
動
的
に
申

請
書
が
作
成
さ
れ
、
来
庁
者
に
は

サ
イ
ン
と
簡
単
な
聞
き
取
り
の
み

で
証
明
書
の
発
行
が
可
能
と
な
り
、

同
時
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も

行
え
る
こ
と
で
、
窓
口
業
務
の
軽

減
も
図
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
転
入

出
届
や
死
亡
届
な
ど
も
住
民
異
動

窓
口
に
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
済
む

よ
う
に
シ
ス
テ
ム
化
が
な
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
の
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
本
町
の
人
口
規
模
や
異
動
者

の
人
数
、
証
明
書
の
発
行
数
な
ど

を
考
え
た
時
、
シ
ス
テ
ム
改
修
費

用
や
そ
の
後
の
保
守
費
用
等
を
比

較
検
討
し
た
場
合
、
費
用
対
効
果

と
し
て
は
極
め
て
低
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
当
町
の
財
政
状
況

等
を
考
え
る
と
、
現
状
で
は
大
規

模
な
シ
ス
テ
ム
切
り
替
え
や
新
た

な
シ
ス
テ
ム
導
入
は
現
実
的
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
の
対
応
と
し
て

は
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

コ
ン
ビ
ニ
交
付
等
も
あ
り
ま
す
が
、

新
た
に
委
託
料
や
設
備
整
備
費
等

の
費
用
が
発
生
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
も
当
町
の
現
状
と
費

用
対
効
果
を
考
え
た
場
合
、
導
入

の
可
能
性
は
低
い
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
届
出
が
可
能
な
手

続
き
と
し
て
は
、
児
童
手
当
等
の

受
給
資
格
請
求
に
係
る
も
の
や
保

育
所
利
用
申
請
に
関
す
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
現
時
点
で
の

申
請
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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ま
す
が
、
窓
口
に
端
末
を
置
い
て
、

そ
れ
で
デ
ー
タ
を
読
み
取
っ
て
申

請
書
を
作
る
だ
け
の
も
の
で
、
費

用
も
そ
こ
ま
で
か
か
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
書
か

な
い
窓
口
に
ぜ
ひ
取
り
組
む
と
い

う
考
え
が
な
い
か
、
も
う
一
度
お

伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

取
り
組
ま
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
担
当
課

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
と
き
に
、

北
見
市
の
事
例
が
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
例

に
し
て
お
答
え
を
し
た
わ
け
で
す

が
、
他
の
自
治
体
で
も
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

今
後
は
人
員
の
圧
縮
な
ど
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
な
る
と
当

然
Ｄ
Ｘ
化
は
考
慮
し
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
窓
口
業
務
を
効
率
的
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
他
の
自
治
体
の

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す

の
で
、
関
係
機
関
等
と
と
も
に
、

連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
に
と
っ
て
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
と

利
便
性
と
い
う
点
で
は
、
12
月
に

一
斉
に
切
り
替
え
と
な
っ
た
健
康

保
険
証
と
し
て
の
利
用
、
フ
ェ
リ

ー
や
航
空
機
の
離
島
割
引
証
や
高

齢
者
バ
ス
券
な
ど
、
交
通
機
関
で

の
利
用
が
一
番
身
近
で
便
利
さ
を

実
感
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し

て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

中
川
原
議
員　

町
長
の
答
弁
の
中

で
北
見
市
を
例
に
出
さ
れ
て
ま
し

た
が
、
北
見
市
の
例
は
莫
大
な
費

用
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、

自
明
の
理
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
先
般

議
会
の
視
察
研
修
で
訪
れ
た
南
幌

町
の
よ
う
な
事
例
の
こ
と
で
、
窓

口
で
書
か
な
く
て
も
す
ぐ
に
申
請

書
が
出
て
き
て
簡
単
さ
を
実
感
で

き
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
も
実
感

で
き
る
行
政
窓
口
の
取
り
組
み
の

こ
と
で
す
。

　

窓
口
手
続
き
で
の
住
民
負
担
を

軽
く
し
て
、
自
治
体
職
員
の
負
担

も
軽
減
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

北
見
市
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で

き
れ
ば
、
そ
れ
が
理
想
で
は
あ
り

中
川
原
議
員　

南
幌
町
で
は
、
5

0
0
万
円
ほ
ど
の
費
用
で
機
器
の

整
備
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す

の
で
、
そ
の
く
ら
い
の
費
用
で
整

備
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
せ
っ

か
く
Ｄ
Ｘ
社
会
と
い
う
こ
と
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
で
、
住
民
の
利
便

性
を
考
え
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
取
得
し
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
な
窓
口
対
応
が

で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。

　

財
政
状
況
な
ど
を
含
め
て
、
難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
国
な
ど
の
支
援
策
を

見
つ
け
て
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

な
ん
と
か
窓
口
の
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め

る
た
め
の
そ
の
糸
口
を
見
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

住
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
持
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
利

便
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

利
便
性
な
ど
を
考

え
、
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も
考

え
方
は
一
緒
で
あ
り
ま
す
の
で
、

検
討
し
な
が
ら
改
善
し
て
い
く
気

中
川
原
議
員　

厚
生
労
働
省
で
は
、

も
し
も
の
時
に
、
自
分
が
ど
の
よ

う
な
医
療
や
ケ
ア
を
受
け
た
い
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た

い
か
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
自
ら

考
え
、
家
族
や
信
頼
で
き
る
人
た

ち
、
ま
た
医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と

繰
り
返
し
話
し
合
い
、
共
有
し
て

お
く
取
り
組
み
で
あ
る
「
人
生
会

議
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
本

州
の
自
治
体
で
は
こ
の
取
り
組
み

を
踏
ま
え
て
、
行
政
に
お
い
て
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
て
、

地
域
の
住
民
に
活
用
し
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　

様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
存

在
す
る
現
代
に
お
い
て
、
人
々
が

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
中
、
終

活
に
向
け
て
の
様
々
な
困
難
も
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
本
人
が
望
む
暮

ら
し
の
実
現
に
向
け
た
一
つ
の
ツ

ー
ル
と
し
て
「
行
政
版
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」
を
作
成
す
る
こ
と

は
、
医
療
機
関
や
介
護
ケ
ア
、
さ

持
ち
は
あ
り
ま
す
の
で
、
進
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
は
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
対
し
て
、
一
番
利
便
性
を
感
じ

る
と
こ
ろ
は
、
フ
ェ
リ
ー
や
飛
行

機
の
割
引
証
が
ほ
し
い
と
き
に
、

そ
の
都
度
役
場
に
寄
っ
て
も
ら
っ

た
り
す
る
手
続
き
が
な
ん
と
か
な

ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
話
し
を

町
民
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
現
在
フ
ェ
リ
ー
の

運
航
会
社
に
は
、
利
礼
3
町
で
申

し
入
れ
を
し
て
検
討
し
て
進
め
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
、
町
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
取
得
し
た
利
便
性
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

窓
口
業
務
に
つ
い
て
も
、
町
民

が
利
便
性
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

政
策
は
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
費
用
対
効
果
も
あ
り
ま
す

が
、
前
向
き
に
は
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
行
政
版
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
」の

作
成
に
つ
い
て

２問目
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ら
に
は
家
族
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と

し
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え
を
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

も
し
も
の
時
に
自

分
が
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ
ア
を

受
け
た
い
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
生
活
を
送
り
た
い
の
か
に
つ
い

て
、
前
も
っ
て
自
ら
考
え
、
家
族

や
信
頼
で
き
る
人
た
ち
、
ま
た
、

医
療
・
ケ
ア
チ
ー
ム
と
繰
り
返
し

話
し
合
い
共
有
し
て
お
く
取
り
組

み
と
し
て
、
国
は
平
成
30
年
に
人

生
会
議
と
い
う
考
え
を
提
唱
し
、

毎
年
11
月
30
日
を
人
生
会
議
の
日

と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

万
が
一
の
時
に
備
え
て
、
自
身

の
情
報
や
希
望
、
医
療
・
介
護
、

財
産
な
ど
を
家
族
や
周
囲
の
人
に

伝
え
て
お
く
た
め
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
は
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

医
療
・
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

自
分
自
身
で
考
え
、
家
族
や
医
療

・
介
護
専
門
職
と
話
し
合
う
こ
と
、

Ａ
Ｃ
Ｐ
つ
ま
り
人
生
会
議
を
推
奨

し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
手
段
と

し
て
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

活
用
を
後
押
し
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、

島
外
へ
の
搬
送
等
を
含
め
た
医
療

体
制
や
限
ら
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
、

多
く
の
方
の
ご
家
族
が
島
外
に
住

ま
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
状
況

か
ら
も
、
離
島
で
あ
る
本
町
に
お

い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
、
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
認
識
は
し
て
い
ま
す
。
本
人

の
意
思
を
早
い
段
階
か
ら
共
有
し

て
お
く
こ
と
が
特
に
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
に
は
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
急
な
体
調
変
化
の
際
の
意

思
決
定
や
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
と

の
情
報
共
有
な
ど
の
面
に
お
い
て

も
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
町

で
は
、
具
体
的
に
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
活
用
し
て
い
る
事
例
は

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
介
護
保
険

を
申
請
し
て
、
要
支
援
や
要
介
護

と
認
定
さ
れ
た
方
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
担
当
し
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て

い
き
た
い
か
を
丁
寧
に
聞
き
取
り

を
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
ど
う

生
き
た
い
の
か
を
伺
い
、
本
人
の

望
む
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
公

的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
な
く
、

ご
家
族
や
ご
近
所
の
支
援
を
含
め

た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
、
共
に
考
え
支
援
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

特
養
の
入
所
者
に
つ
い
て
も
、
家

族
、
医
療
関
係
者
、
施
設
と
の
意

思
の
疎
通
を
図
り
、
看
取
り
入
所

に
も
対
応
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
ま

さ
に
人
生
会
議
に
匹
敵
す
る
プ
ロ

セ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
も
、
当
町
で
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相

談
体
制
の
充
実
、
医
療
、
介
護
分

野
の
連
携
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
最
後
ま
で
生
活
が
で
き
る
よ

う
支
援
策
を
継
続
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
行
政
版
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
の
動
向
や
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
関
係
者
間
で
必

要
性
と
実
効
性
に
つ
い
て
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

中
川
原
議
員　

先
般
、
島
根
県
の

雲
南
市
に
視
察
研
修
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
雲
南
市

版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
い

て
話
し
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
雲

南
市
で
は
、
人
生
会
議
を
積
極
的

に
推
進
し
て
お
り
、
医
療
機
関
や

社
会
福
祉
施
設
で
、
看
取
り
の
研

修
や
市
民
へ
の
啓
発
等
の
取
り
組

み
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
人

生
会
議
に
対
す
る
市
民
の
認
知
度

が
低
い
こ
と
か
ら
、
共
通
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、
こ
の
雲
南
市
版
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
ノ
ー
ト
に
は
自
分

の
価
値
観
や
今
後
大
事
に
し
て
い

き
た
い
こ
と
、
さ
ら
に
医
療
ケ
ア

や
葬
儀
等
の
希
望
、
財
産
や
遺
産

に
関
す
る
情
報
の
整
理
、
大
切
な

人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
記
入

す
る
項
目
が
あ
っ
て
、
大
切
な
人

と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
私
が
感
心
し
た
の
は
、
そ

の
ノ
ー
ト
の
最
後
の
方
に
、
医
療

措
置
等
の
資
料
や
相
談
窓
口
の
一

覧
表
が
載
せ
て
あ
る
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
利
尻
町
も
今
後
高
齢
化

が
進
ん
で
、
終
活
に
向
け
て
様
々

な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
ノ
ー
ト
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
終
末
に
対
す
る
人
生
の
あ
か

し
を
し
る
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
生
き

る
た
め
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
、
非
常
に
納
得
し
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
雲
南
市
だ
け
で

は
な
く
、
本
州
の
自
治
体
で
は
、

こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
終

活
支
援
の
一
環
と
し
て
作
成
・
公

開
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
本
町
で
も
、

住
民
の
望
む
暮
ら
し
に
寄
り
添
う

ツ
ー
ル
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ノ

ー
ト
を
作
成
し
活
用
す
る
こ
と
は
、

少
な
い
費
用
で
事
業
と
し
て
成
立

す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

上
遠
野
町
長　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
の
内
容
を
詳
し
く
承
知
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
一
番
標
準
的

と
言
わ
れ
て
い
る
法
務
省
と
司
法

書
士
連
合
会
で
作
っ
て
い
る
も
の

を
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、
自
分
の

親
戚
か
ら
財
産
、
も
し
自
分
が
最

期
を
迎
え
る
と
き
に
ど
の
よ
う
に

し
た
い
の
か
な
ど
、
内
容
は
細
か

く
、
か
な
り
難
し
く
書
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。

　

た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の
状

況
に
よ
っ
て
、
終
活
の
た
め
に
は

必
要
な
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
の
で
、
周
辺
の
自
治

体
の
動
向
な
ど
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
作
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
前
向

き
に
進
め
た
い
と
思
う
気
持
ち
は

11



グ
ノ
ー
ト
事
業
を
進
め
る
こ
と
に

は
異
論
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
人
に
寄
り
添
う
町
を
目
指
せ

ば
こ
そ
、
こ
の
事
業
の
役
割
と
い

う
の
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

上
遠
野
町
長

近
隣
町
村
等
の
動

向
も
参
考
に
、
担
当
課
と
も
よ
く

相
談
し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
一
人
で
生
活
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
世
帯
も
全
国
的
に
増

え
て
き
て
い
ま
す
し
、
も
し
身
寄

り
が
な
い
場
合
に
は
、
最
終
的
に

は
自
治
体
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
事
例
も
か
な
り
出

て
き
て
る
よ
う
で
、
終
活
に
向
け

て
ど
う
す
る
か
と
い
う
の
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
状
況
を
見
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
川
原
議
員

雲
南
市
で
作
成
し

た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、
終

末
に
向
け
て
の
悲
し
い
ノ
ー
ト
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
生
き

る
た
め
の
、
そ
の
人
一
人
ひ
と
り

の
人
生
の
証
を
し
る
す
た
め
の
も

の
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ノ
ー
ト
は
、
医
療
機
関
の

人
た
ち
が
患
者
と
向
き
合
う
た
め

の
も
の
で
も
あ
る
し
、
実
際
に
雲

南
市
で
は
病
院
の
医
師
や
看
護
師

も
患
者
と
向
き
合
う
と
き
に
は
、

こ
の
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
る
情
報

を
参
考
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
う
い

う
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

役
所
が
公
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン

議会を
傍聴しましょう

議会ICT化の取り組み議会ICT化の取り組み

町政の主人公は
町民の皆さんです！

定例町議会は年4回
（3・6・9・12月）に開かれます

　利尻町議会では、ＩＣＴ推進特別委員会を設置し、議会に
おけるＩＣＴ化の利活用推進策について調査・検討を行って
いますが、取り組み内容の一つとして、本会議や委員会等に
おけるタブレット端末の導入についての検討を重ね、この度
タブレット端末をはじめ関連する機器等を導入し、第４回町
議会定例会より運用を開始しました。
　この取り組みにより、デジタル時代における議会運営の効
率化やペーパーレス化などによる様々な効果が期待されるこ
とから、議会・議員活動の一層の活性化を進めてまいります。
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　令和７年９月29日から10月３日（４泊５日）の日程で、空知管内南幌町、広島県大崎上島町、島
根県雲南市において、市町村行政視察研修を行いました。

道内・道外市町村行政視察研修報告

◎視察参加者
　議　　長　　藤井　信幸　　副　議　長　　佐藤　和久
　議　　員　　江戸　克廣　　遠藤　　忠　　松村　栄悦　　吉田　浩二　　中川原　潔
◎随行者
　事務局長　　対馬　　譲　　主　　　事　　後藤チャリニー

●書かない窓口について
　　南幌町では、来庁者が申請書を記入することに対する負担軽減や職員の業務負担の軽減、さらに業務
　の効率化を図るために、窓口支援端末と収納キャッシュレス決済を導入して、書かない窓口の取り組み
　を始めた。
　　導入した窓口支援端末は、マイナンバーカードや運転免許証などに保有されている情報を端末で読み
　取ることで、必要な申請書を作成することができ、その他必要な事項は、職員が聞き取りをしながら手
　続きを進めるため、申請者が手書きで申請書を書かなくても手続きができるようになるもので、同時に
　キャッシュレス決済が導入されたことによって、カード決済や電子マネーなどの決済手段に対応できる

南　幌　町



　ようになり、住民の利便性が向上された。
　　その他、コンビニで住民票の写しなどの証明書を発行できるサービスも提供しており、役場閉庁時で
　も証明書を受け取ることができることから、住民サービスの向上と職員の負担軽減につながっている。

●子ども室内遊戯施設「はれっぱ」について
　　南幌町では、人口構造の是正や子育て支援環境の拡充、子
　どもの遊びの環境の整備など、地域課題の解決につながる施
　策として、子どもの遊戯施設の整備に取り組んだ。
　　整備された施設は、遊具や玩具等で遊べる「遊戯エリア」
　と「休憩エリア」で構成されており、子どもたちの放課後の
　居場所や、保護者同士の交流の場として活用されている。
　　また、町外からの利用者も多く、町外の子育て世代に対し
　て南幌町の知名度が向上することで、将来的な移住定住につ
　ながることや町内での消費喚起など、まちのにぎわいの創出
　にもつながっている。

●離島における高齢者福祉・医療について
　　大崎上島町では、地域福祉計画を策定し、住民・関係機関・
　社会福祉協議会・行政等の相互協力により、地域の様々な福
　祉課題の解決に向けた取り組みを行っている。
　　その中で、高齢者福祉に関する事業としては、一人暮らし
　の高齢者が夜間急病で搬送されたときの帰りの送迎や親族等
　と連絡が取れないときに代わりに手続きをする見守り事業を
　はじめ、医療・福祉従事者の資格や就職に対して支援金を支
　給する人材確保事業、シニアカーを購入・レンタルする場合
　の助成事業などを行っている。
　　また、福祉施設については、社会福祉法人が町内に３つの特別養護老人ホームを開設しており、この
　他、指定障害福祉サービス事業所やグループホームなども民間運営で開設して、町内の福祉ニーズに対
　応している。
　　医療に関しては、内科・外科を診療する公立病院はなく、民間のクリニックが島内の１次医療に対応
　している。急患の場合は、町外（島外）の総合病院に救急艇やドクターヘリなどで搬送対応している。
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大崎上島町

●雲南市版エンディングノートについて
　　雲南市では、厚生労働省が普及を進めている「人生会議」
　を推進するために、市内の医療機関や社会福祉施設等の多く
　の事業所で終活の取り組みを進めているが、この取り組みに
　対する市民の認知度が低かったため、行政版のエンディング
　ノートを作成して、地域包括ケアシステムの実現をはじめ、
　人生会議の普及推進、終活における支援体制ネットワークの
　構築を図ることとした。
　　ノートは、医師や行政書士などと協議を重ねて作成してお
　り、人生の出来事を記す自分史や判断能力が衰えた時の代理
　意思決定者、重篤な病気や介護が必要になったときの対応、所有する財産などについて書き込むことが
　できる内容となっており、本人が望む暮らしの実現に向けた一つのツールとして普及啓発を図ることと
　している。

●小規模多機能自治について
　　雲南市は、人口減少や少子高齢化という時代背景のもと、「まちづくりの原点は、主役である市民が、
　自らの責任により、主体的にかかわる」協働のまちづくりを基本としてまちづくりを進めており、その
　実現のために、おおむね小学校区域ごとに自治会や町内会、消防団、学校ＰＴＡなどで構成した新たな
　地縁モデルを結成し地域自主組織を設立して、集落機能を補完する新たな自治組織（小規模多機能自治）
　の確立を図った。
　　地域自主組織は市内全域に30の組織があり、小中学生への学習支援や自主組織による買い物支援、高
　齢者等の見守り支援など、それぞれの組織で、地域課題を住民自らが事業化して解決する取り組みを行
　っている。

雲　南　市



　令和７年分の所得税・住民税の確定申告の受付を、令和８年２月16日（月）から令和
８年３月16日（月）の期間において実施いたします。
　各地区における日程につきましては、別途配布しました回覧にてご確認ください。
（吹雪等による通行止めにより、日程が変更になる場合があります。変更になる場合
はIP放送で告知いたします）
　確定申告を滞りなく行うため、各事業等に関係のない領収書や帳簿類は持参する必
要がありません。各事業等に関連のある領収書や帳簿のみ確定申告会場に持参するよ
うお願いいたします。

　各種保険料（生命保険・地震保険等）控除・社会保険料（国民年金保険料）控除・
医療費控除・寄附金控除等を受けられる方は、各種保険料控除証明書・社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書・医療費に関する領収書や証明書・寄附金に関する証
明書等の提出が義務付けられていますので、必ず確定申告会場へ持参ください。持参
されない場合、各種控除を受けることが出来なくなりますのでご注意ください。
　各種控除に関する証明書以外に必要な書類等は以下のとおりとなります。

※確定申告についてご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。
　　利尻町役場　町民課税務係
　　　TEL 0163－84－2345　FAX 0163－84－3365
　　　e-mail : zeimu@town.rishiri.hokkaido.jp

●個人番号カード（マイナンバーカード）
　（マイナンバーカード未申請の方は、通知カードと身分証明書）
●給与・報酬・公的年金等の源泉徴収票
●各事業に関する精算

令和７年分の所得税 住民税の確定申告の受付を 令和８年２月16日（月）から令和

“所得税・住民税”確定申告の
お　知　ら　せ

“所得税・住民税”確定申告の
お　知　ら　せ

「確定申告のお知らせ」（右記）というハ
ガキがご自宅に届いている方は、確定申
告に必要な情報（申告の種類・利用者識
別番号・消費税に関する事項等）が記載
されていますので、各種申告書類ととも
に、確定申告会場にご持参ください。

※「確定申告のお知らせ」ハガキのイメージです

確定申告会場に来られる際はマスクの着用、来場後の手指消毒等の感染症対
策へのご協力をお願いします。
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　次のとおり確定申告会場を開設します。
　確定申告会場での相談を希望される方は、LINEによるオンライン事前予約にてお受けします。
　なお、申告書等の作成に当たっては、次回以降の申告をスムーズに行っていただくため、マイ
ナンバーカードを利用したスマホ申告をご案内しています。マイナンバーカードを利用したスマ
ホ申告を行うためには、マイナンバーカードのほか、カード発行時に設定したパスワード（利用
者証明用電子証明書及び署名用電子証明書）が必要となりますので、事前に確認をお願いします
（マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください）。
※当日、会場でも入場整理券を配付しておりますが、当日の相談枠に限りがありますので、是非、
　オンライン事前予約をご利用ください。
　譲渡所得・贈与税に関する確定申告会場での相談は、毎週月曜日午後と木曜日午後に限り専門
職員がリモート（Web相談）で対応します。

■開 設 期 間／令和８年２月16日（月）から
　　　　　　　　　令和８年３月16日（月）まで
■相談受付時間／平日：午前９時から午後２時まで
■確定申告会場／稚内税務署　稚内市末広５丁目６番１号

　なお、２月13日（金）までの間、確定申告会場は開設されておりませんので、対応できる人数
に限りがあります。税務署窓口での相談を希望される方はLINE又は電話による事前予約が必要
です（事前予約をしていない方の申告相談は、受け付けておりません）。

　■お問い合わせ先　稚内税務署　☎0162－33－1155（代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　※自動音声にてご案内しますので「2」をお選びください。

LINE公式　 　
アカウント 　
はこちら ➡

確定申告会場開設期間等のお知らせ
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自衛官等採用試験のご案内
●自衛官候補生　受験案内
〔資　　格〕18歳以上33歳未満の者
　　　　　　（32歳の方は採用予定月の末日現在、33歳に達していない方）
〔受付期間〕年間を通じて行っております。
〔試験期日（筆記）、口述・身体検査〕
　　　　　　受付時又は各自衛隊地方協力本部のホームページにてお知らせします。
〔試験会場〕受付時にお知らせします。

●予備自衛官補　受験案内
〔採用年齢〕
　　技能公募…18歳以上で、保有する技能に応じ53～55歳未満
　　一般公募…18歳以上52歳未満
〔採用対象〕自衛官未経験者（自衛官であった期間が１年未満の者も含む）
〔受付期間〕推薦、一般共に
　　１回目：～３月30日まで
　　２回目：５月23日～９月10日
〔試験期日〕推薦、一般共に
　　４月１日～19日
　　（いずれか１日を指定されます）
〔試験会場〕受付時にお知らせします。

【お問い合わせ先】
　自衛隊旭川地方協力本部　稚内地域事務所
　　☎ 0162－33－1227
　利尻町役場総務課総務係
　　☎ 0163－84－2345



女性検診（乳がん・子宮がん検診）

春の総合健診（特定健診他）

春の結核検診（巡回バスによるレントゲン検診）

秋の総合健診（特定健診他）

秋の結核検診（レントゲン検診）

令和8年度 利尻町の
健診（検診）スケジュール

○利尻島国保中央病院の個別健診
　基本健診は医療保険の種類により料金が異なりますので、ご相談ください。
　胃カメラ検診、肺・大腸がん検診、子宮がん検診の受診も可能です。

○成人歯科健診
　19歳以上の方はどなたでも年に1度200円で受けることができます。希望される方は、事前に
保健課保健指導係にお申込みください。健診場所は、沓形歯科診療所・仙法志歯科診療所です。

通年で実施している健診（検診）

。

○４月17日（金）：利尻町公民館（仙法志）
　　　　　　　　 交流促進施設どんと（沓形）
○４月18日（土）：交流促進施設どんと（沓形）
※予約受付は３月24日（火）～４月７日（火）です。
　詳細は３月19日の回覧でご案内します。

○５月14日（木）：利尻町公民館（仙法志）
○５月15日（金）：交流促進施設どんと（沓形）
○５月16日（土）：交流促進施設どんと（沓形）　

○５月14日（木）・15日（金）：各地区をバスが巡回します。
※近くなりましたら対象者（65歳以上の方）に郵送で個別案内します。

○９月25日（金）：交流促進施設どんと（沓形）
○９月26日（土）：交流促進施設どんと（沓形）
※詳細は８月の回覧にてご案内します。

○９月25日（金）：交流促進施設どんと（沓形）のみで実施

予約・問い合わせ先：保健課保健指導係
■一般電話：0163－84－2345　　　■知らせますケン：84－9264

4
月

5
月

9
月

令和8年度の健診（検診）日程をお知らせいたします。
健康診断・がん検診・歯科健診を受けて、健康づくりに取り組みましょう！
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「起きてから」じゃ遅い！
 「その時」のために備えておきたい！
「起きてから」じゃ遅い！
 「その時」のために備えておきたい！

　令和８年５月下旬（予定）より気象の警報などが大きくかわります。
　役場や気象庁などから発表される防災情報について、住民がとるべき行動を直感的に理解
しやすくなるよう、５段階の警戒レベルを明記して防災情報が提供されることになります。
　役場から「警戒レベル４避難指示」や「警戒レベル３高齢者等避難」が発令された際には
速やかに避難行動をとってください。また、役場から避難指示などが発令されていなくても、
警戒レベル４や警戒レベル３に相当する防災気象情報が発表された際には、「キキクル」な
どを用いて住んでいる地域や高齢者・乳幼児がいるかなども考慮し、自ら避難の判断をして
ください。

■※令和8年5月（予定）から変わります！！
【新たな防災気象情報について】

　IP告知端末（家庭の黒電話）と同じ情報を電波さえあればスマホで、何処
にいても見ることができて非常に便利なアプリです。
　災害時などでも正しい情報を入手して役立てることができます。
　登録する際に不明な点があればご連絡ください。職員が出向きサポートし
ますので、遠慮なくご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　利尻町役場　防災情報室　☎ 84－2345

■「知らせますケンⅡ」アプリ登録のお願いについて

　最近では宗谷地方南部での地震活動が活発となっており、１月26日14時までに震度１以上
を観測する地震が33回（震度３：３回、震度２：10回、震度１：20回）発生しました。地震
はいつ、どこで発生するかわかりません。「水や食料の備蓄」、「非常用持ち出し袋の準備」、
「家具の固定」、「避難場所や避難経路の確認」など日ごろから地震・津波への備えを心がけ
てください。

■宗谷地方南部の地震活動について

登録フォーム
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　沓形小学校の２年生と仙法志小学校の５・６年生が授業の
一環で病院見学に来てくれました。生徒たちは、病院で働い
ているスタッフと交流しながら、患者さんを治療するために
どのようなことが行われているかを知る良い機会となりまし
た。
　放射線科では、レントゲン写真をみて手の骨の数を当てる
クイズに挑み、大人と子供の骨の数が違うことに驚いていま
した。また、超音波検査の機械を操作して、お腹の赤ちゃん
を見てもらい画面に映る赤ちゃんの顔や足・背骨に興味津々
でした。
　見学では、病院の役割やどのような人が働いているのか理
解してもらえたのではないでしょうか。見学を通して得た経
験や学びの中で生徒たちが将来どのように成長するかとても
楽しみです。

利尻島国保中央病院からのお知らせ

沓形小学校の２年生と仙法志小学校の５ ６年生が授業の

病院はどんなところ？（小学生の病院見学）病院はどんなところ？（小学生の病院見学）

12月24日、当院にて入院患者さんを対象としたクリスマ
ス会を開催しました。
　看護職員が心をひとつにして練習を重ねてきたハンドベル
コンサートでは、やさしい音色が会場に響き渡り、患者さん
の表情が次第に和らいでいく様子が印象的でした。にこやか
な笑顔に包まれた、癒しのひとときとなりました。
　演奏後には、患者さんやスタッフから大きな拍手が送られ、
会場は温かな雰囲気に包まれました。
　また、植村医師がサンタクロースに扮して患者さん一人ひ
とりにプレゼントを配り、皆さんに喜んでいただきました。
　さらに、栄養科特製のクリスマススイーツも提供され、「美
味しい」との声が多く聞かれ、どの方も完食されていました。
　患者さんの笑顔あふれる、心温まるクリスマス会となりま
した。

12月24日 当院にて入院患者さんを対象としたクリスマ

院内クリスマス会を開催しました院内クリスマス会を開催しました

　体組成計とは、体脂肪率、筋肉量、内臓脂肪、基礎代謝量、推定骨量など体の内部（体組成）
を測定する装置です。家庭でも体脂肪率を測定できる体重計はありますが、当院の体組成計の装
置は、家庭用と比較して高精度で、体の状態を知ることができます。測定方法は痛みを感じない
微弱な電流を手足に流し、体重だけでは分からない体の内部を腕・脚・体幹別に測定することが
できます。
　体組成計で体の内部を測定する目的は、健康管理やダイエットやトレーニング効果を確認する
ために利用することはもちろんですが、当院は糖尿病や高血圧などの生活習慣病を持つ方、肥満
の方の状態確認や治療の一環として使用しており、BMI（体格指数）が標準でも体脂肪率の高い
隠れ肥満を正しく知ることができます。また、部位別筋肉量の測定ができるため加齢や病気など
の身体的フレイル（虚弱）の予防にも活用しています。
　当院では、健康診断で体組成を測定することも可能です。なお、ペースメーカーを装着してい
る方は測定できない場合もありますので、興味のある方・ご相談は当院までお気軽にお問い合わ
せください。

体組成計とは 体脂肪率 筋肉量 内臓脂肪 基礎代謝量 推定

体組成計で健康管理しませんか体組成計で健康管理しませんか
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沓形小沓形小

仙法志小仙法志小



　このたび、利尻島国保中央病院での地域研修を終えました。４週間とい
う短い期間ではありましたが、多くの学びを得ることができ、大変貴重な
経験となりました。
　研修中は、国保病院での外来診療や病棟業務、鴛泊診療所での診療を担
当させていただきました。初めて自分で定期受診の患者さんを担当し、生
活習慣病の管理や継続的なフォローの重要性を実感しました。限られた検
査や医療資源の中で、患者さんの生活背景を踏まえながら診療方針を考え
る経験は非常に勉強になり、来年度以降の診療の大きな参考となりました。
　診療だけでなく、休みの日には島の自然や文化にも触れることができま
した。新鮮な海産物や地元の食事はどれも美味しく、研修生活を豊かにしてくれました。また、
晴れた日の利尻富士の雄大さや夕日の美しさには、言葉にし難い感動を覚えました。
　利尻島での研修を通して、地域に根差した医療の大切さや、患者さんの生活に寄り添う姿勢の
重要性を改めて学びました。ご指導いただいた先生方やスタッフの皆さま、温かく迎えてくださ
った島の方々に心より感謝申し上げます。今回の学びを今後の研修や臨床に活かしてまいります。

中　原　里　有旭川医科大学病院初期研修医２年目利尻研修を終えて

　２か月間、利尻島国保中央病院で皆様にお世話になり、心より感謝申し
上げます。
　利尻島では淺井先生をはじめ上級医の先生ご指導の下、外来診療と夜間
の救急外来や病棟診療を経験させていただきました。これまで大学病院や
市立病院での診療が多く、少し患者さんと関わる機会が少ないと感じてお
りました。その上でここにきて多くの患者さんと関わって一番に感じたの
は、自分の知識不足・力不足であり、つらく苦しい思いをしたこともあり
ました。医療スタッフの方々にも、通常業務や処理上も至らぬ点が多々あ
り、多くの皆様にご迷惑をおかけしたと思います。しかしそのたびに皆さ
ん温かく指導・対応してくださり、なんとか業務に慣れることが出来ました。
　利尻島に来て特に嬉しかったことがあります。人と人との距離が近い島ですから、あちこちで
患者さんにお会いしました。救急外来や入院で大変な状況だった方が、元気に外を歩いていて
『先生、ありがとうね』と言ってくださったとき、何物にも代えがたい喜びを感じました。この
気持ちを忘れず、なにより患者さんにとって最も良い選択をするために、これから多くの患者さ
んと関わる医師として一生をかけて知識をアップデートし、臨床力を磨かなければならないと強
く感じました。
　総じて、雄大な自然とおいしい食事、温かい人たちに囲まれ、医師人生で決して忘れる事のな
い２か月間になりました。最後に先生方をはじめ病棟・外来の看護師さんや薬剤師さんをはじめ
とする医療スタッフの方々、鴛泊診療所の皆様、事務の皆様、そして関わらせていただいた患者
様・そのご家族へ重ねて厚く感謝申し上げます。ありがとうございました。

畔　柳　陽　一北海道大学病院研修医利尻島研修を終えて
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　利尻島国保中央病院では、感染予防対策・衛生管理の
強化、および、患者様の利便性とサービス向上のため、
入院時の寝まきやタオルなどを日額制でレンタルする入
院セットサービスを令和８年２月１日より開始します。
　入院セットの利用により、入院時のお持ち込み物品や
洗濯の手間がなくなり、患者様ご本人、および、ご家族
様の負担が軽減することで利便性が向上します。
　詳しくは、利尻島国保中央病院までお問い合わせくだ
さい。

入院セット
サービス開始のお知らせ



介護保険制度や介護休業制度をご存知ですか？
詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧ください。

➡介護離職ゼロ　ポータルサイト（厚生労働省）
　仕事と介護の両立「介護離職を防ぐために」（厚生労働省）

★介護保険制度・介護サービスについてご相談されたい方は、
　利尻町役場保健課（IP84－0117）・利尻町地域包括支援センター（IP84－0154）
　へお問い合わせください。

　３月は就職や転勤、転居など、生活環境が大きく変動する時期です。悩みを抱えてお
困りのとき、生きることがつらく感じるときは、一人で悩まず、専門の相談窓口に相談
してみませんか。また、身近な方の悩みに気づいたら、話を聞いて寄り添い、専門家へ
の相談をすすめてみましょう。

▶電話（フリーダイヤル）またはSNSによる相談ができます。
▶匿名でのご相談も可能です。子どもでも相談できます。
▶こちらのサイトでは、様々な悩み（生活困窮・法律・金融、インターネッ
　トの誹謗中傷、配偶者からの暴力、多重債務等）の相談窓口も紹介してい
　ます。

相談窓口

厚生労働省ウエブサイト「まもろうよこころ」
（「まもろうよこころ」で検索）

▶電話 84－2345　IP電話 84－0156
　（月～金 8:30～12:00、13:00～17:15（祝祭日を除く）

利尻町役場保健師による健康相談

▶保健所の保健師が相談をお受けしています。市立稚内病院精神科医師の相
　談日（要事前予約）もあります。詳しくは、稚内保健所利尻地域支所へお
　問い合わせください。
　電話 84－2247　平日 9:00～17:00

こころの健康相談

介護で仕事を離職しないために介護で仕事を離職しないために

1人で苦しんでいませんか？
悩みや年代によって選べる相談窓口があります
1人で苦しんでいませんか？

悩みや年代によって選べる相談窓口があります

家族に介護が必要になったらどんな介護サービスを受けられるの？
　　　介護をしながら仕事を続けていくには
　　　　　　　　　　　　　　どうしたらいいの？
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国民の森林・国有林 令和8年2月令和8年2月

利尻森林事務所
 鴛泊治山事業所たより

発行：宗谷森林管理署 利尻森林事務所・鴛泊治山事業所
　　　〒097－0101
　　　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町195－1
　　　TEL＆FAX 0163－82－1529

ヤムナイ沢治山工事の完成報告ヤムナイ沢治山工事の完成報告
　ヤムナイ沢治山工事が完
成しました。完成した治山
ダムは右の写真のとおりで
す。
　今回の治山ダム２基の設
置で、約３万㎥の土砂を安
定させ、今後の土砂災害で
流出する土砂を少なく抑え
る効果があります。また、沢の傾斜を緩くすることで土石流
の流下速度を抑え、下流域の道道や鬼脇市街地付近の漁場へ
の被害を減少させます。既に雪で通行不能ではありますが、
工事に伴うヤムナイ運搬路の通行止めを解除していることも
併せてお伝えします。
　令和７年度の利尻島内の治山事業は全て完了しました。今
後とも、よろしくお願いします。

　利尻島内における治山事業は、戦時中の伐採や、
それ以前の山火による無立木地の増加、台風等の豪
雨による山腹の荒廃が増加した結果、土石流や雪崩
による民家の破壊や道路の埋没、海産物の減少をき
たした事から、国土保全を目的として、昭和28年
より開始されました。
　雪崩防止工事や渓間工事が主体として実施され、
昭和35年に治山事業所が設置されて以降、より一
層推進されました。
　渓間工事で特に事業量の多い３渓流のうち、鬼脇
地区のヤムナイ沢と仙法志地区の大空沢川は昭和
34年、旭浜地区のアフトロマナイ川は昭和39年か
ら開始されました。これら３渓流は、現在に至るま
で利尻山山頂付近の巨大な崩壊地から発生する膨大
な土石により、大小様々な規模の土石流が下流域に
被害を及ぼしてきました。（次号に続く。）

利尻の治山工事の歴史（1）利尻の治山工事の歴史（1）
工事箇所位置図

写真：治山ダム完成写真：治山ダム完成

写真：湾内地区昭和30年設置治山ダム
治山ダム設置時は今より木が少ない

写真：仙法志地区昭和53年設置治山ダム

ヤムナイ沢
治山工事
（完成）

ヤムナイ沢
治山工事
（完成）

21



家 愛 今回は、1人のお友達
を紹介するよ！

あい

や

表情豊かで、おしゃべりで、
ダンスが好きなまとい。
これからもまといの
ユーモアで楽しませてね。

父：友樹　母：千嘉

星田真音衣 ちゃん（４さい）星田真音衣 ちゃん（４さい）

ほし た いとま

【お父さん・お母さんから】】
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2026年５月から、引越しなどによる電気の使用は、使用開始手続き※後にほくでん
ネットワークによる通電（遠隔操作）が必要となります。
※島しょ地域は、ほくでんネットワークがご使用開始の申込みを受付します。
　希望日から電気を使用するためには、まず、使用開始の手続きを済ませることがポイ
ントです。使用開始日までに通電（遠隔操作）を行うためにも、電気の使用が決まった
ら早めの手続きをお忘れなく。

【本件に関するお問い合わせ先】
　北海道電力ネットワーク㈱稚内ネットワークセンター
　☎0120－060－135（ガイダンス5）
【ご使用開始手続き先】
　北海道電力ネットワーク㈱業務部カスタマーサービスセンター　☎0120－680－340

電気ご使用開始には
通電（遠隔操作）が必要となります

電気ご使用開始には
通電（遠隔操作）が必要となります



出動件数　火災0件　救急7件 （令和8年1月14日現在）

消防だより消防だより NO.469消防だより
「急ぐ日も  足止め火を止め  準備よし」

　１月10日、利尻町少年消防クラブによる新年防火の集いを実施しました。防火ＤＶＤ視
聴やチーム対抗防火カルタ大会、レクリエーションを行いました。
１月10日 利尻町少年消防ク ブによる新年防火の集いを実施しました 防火ＤＶＤ視

利尻町少年消防クラブ新年防火の集い実施！！利尻町少年消防クラブ新年防火の集い実施！！

　１月７日、仙法志地区を会場に利尻町消防団出初式が厳粛に挙行されました。
　利尻町公民館で行われた式典では、来賓の皆様よりお祝いのお言葉を頂き、長きに渡り
消防団活動に尽力された団員の方々に表彰状の伝達及び授与が行われました。

１月７日 仙法志地区を会場に利尻町消防団出初式が厳粛に挙行されました

令和8年　利尻町消防団出初式挙行！！令和8年 利尻町消防団出初式挙行！！

分 列 行 進 式　　　典 表彰状伝達及び授与

防火DVD視聴 チーム対抗防火カルタ大会 ビンゴゲーム

ストーブ給排気筒付近の積雪に注意しましょう！ストーブ給排気筒付近の積雪に注意しましょう！
FF式ストーブの給排気筒が雪で埋もれた

ままの状態でストーブを使用すると、一酸
化炭素中毒を引き起こす原因となります。
　各ご家庭で定期的に除雪や点検を行いま
しょう。
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【まちの人口】 　1,796人　  世帯数 1,000世帯 　　男 900人　  女 896人  （令和8年1月15日現在）

発行：利尻町役場　編集：総務課企画振興係　印刷：㈱国境
TEL 0163－84－2345　　FAX 0163－84－3553
利尻町公式ホームページ https://rishiri-town.jp/
Eメール kikaku@town.rishiri.hokkaido.jp
（広報りしりに関するご意見ご要望は上記E-mailアドレスまでお寄せください。）

ぴ い ぷ るぴ い ぷ るぴ い ぷ る
（戸籍の動き） 2026年1月15日現在

よせられ た 善 意 ●
【一般寄附】
　◆利尻町沓形字富士見町
　　　株式会社　吉安組
　　　代表取締役　吉安　太門 様より
　　　　一金　200,000円

ご厚志に対し厚くお礼申し上げます

● ご厚情に感謝申し上げます ● 【利尻町社会福祉協議会】

●沓形字新湊　関　　ヒデ 様より、夫　関　　秀勝 様の香典返しを廃して
●沓形字本町　渡邉　隆一 様より、母　渡邉由美子 様の香典返しを廃して
●沓形字緑町　関　　君子 様より、夫　関　　明治 様の香典返しを廃して
●仙法志字政泊　平野喜美子 様より、夫　平野　明男 様の香典返しを廃して
●沓形字本町　津田　　守 様より、妻　津田　和子 様の香典返しを廃して
●沓形字種富町　柴田　則子 様より、夫　柴田　　潔 様の香典返しを廃して

この度、次の方から愛情銀行に金一封及び物品が預託されましたので、紙上を借りてお礼申し上げます。

【 般
◆利

　
　

　　

ご

●ご厚情に感謝申し上げま

12月9日　本　町　渡 邉 由美子 さん（82歳）
12月22日　政　泊　平 野 明 男 さん（91歳）
12月24日　緑　町　関 　 明 治 さん（87歳）
12月28日　本　町　津 田 和 子 さん（81歳）
1月11日　政　泊　柴 田 　 潔 さん（85歳）

（戸籍の動き） 2026年1月15日現在

【一般

はじめまして！ ベイビー
おめでとうございます！

1月6日  安 達 郁 陽く ん
泉町〔安達 一穂・彩香〕

ふみ や


